
ーー

徳
川
幕
府
が
重
い
鎖
国
の
扉
を
開
い
た
の
が
百
五
十
年
前
。
お
茶
輸
出
第
一
号
は
そ
の
年
、
安

政
六
年
（
一
八
五
九
）
に
始
ま
っ
た
。
明
治
維
新
、
渡
世
人
か
ら
大
変
身
し
た
次
郎
長
が
、
富
士

の
裾
野
を
開
墾
し
、
横
浜
へ
の
蒸
汽
船
ル
ー
ト
に
懸
命
と
な
っ
た
の
は
お
茶
輸
出
の
た
め
だ
っ
た
。

今
年
は
わ
が
国
お
茶
輸
出
百
五
十
年
の
年
で
あ
る
。
安
一
藩
相
手
に
武
器
や
船
舶
を
売
り
つ
け
た
英
国
商
人
だ
。
そ

政
六
年
（
一
八
五
九
）
、
幕
府
は
鎖
国
の
扉
を
開
き
、
諸
一
の
居
宅
跡
は
長
崎
グ
ラ
バ
ー
邸
内
に
残
さ
れ
て
い
る
。

外
国
と
通
商
条
約
を
結
ぶ
。
開
港
し
た
の
は
函
館
、
新
潟
、
一
五
港
開
港
の
安
政
六
年
、
初
年
度
の
輸
出
額
四
○
万
ポ

横
浜
、
兵
庫
、
長
崎
の
五
港
で
あ
る
。

一
ン
ド
で
始
ま
っ
た
茶
輸
出
は
、
九
年
後
の
慶
応
三
年
（
一

お
茶
は
主
と
し
て
米
国
向
き
に
横
浜
か
ら
緑
茶
が
積
み
一
八
六
七
）
に
は
二
十
倍
を
超
え
る
九
四
五
万
ポ
ン
ド
を
記

出
さ
れ
た
。
安
政
の
大
獄
や
尊
王
撰
夷
運
動
を
よ
そ
に
、
一
録
す
る
。

横
浜
に
は
外
国
商
館
が
立
ち
並
び
、
駿
河
や
伊
勢
か
ら
運
一
明
治
開
花
の
横
浜
。
お
茶
輸
出
は
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な

ば
れ
た
荒
茶
を
、
外
国
向
に
再
加
工
す
る
お
茶
場
で
賑
一
り
、
夜
が
明
け
て
ガ
ス
灯
が
消
え
る
と
、
女
工
た
ち
は
先

わ
っ
て
い
た
。
一
を
争
っ
て
「
お
茶
場
」
に
駆
け
つ
け
た
。
女
工
哀
歌
な
ら

次
郎
長
は
と
い
え
ば
、
前
年
安
政
五
年
の
暮
、
旅
先
の
｜
ぬ
お
茶
場
哀
歌
が
生
れ
た
。

名
古
屋
で
お
ち
よ
う
（
初
代
）
を
失
い
、
仇
の
久
六
を
追
っ
一
野
毛
山
の
鐘
が
ゴ
ン
と
鳴
り
や
ガ
ス
灯
が
消
え
る

か
け
ま
わ
し
て
い
た
頃
だ
。
早
く
行
か
な
き
ゃ
カ
マ
が
な
い

そ
の
頃
、
長
崎
油
屋
町
の
茶
商
の
家
に
生
ま
れ
た
大
浦
一
後
か
ら
の
こ
の
こ
行
っ
た
の
で
は
、
お
茶
場
の
釜
が
先

慶
が
外
国
商
館
に
嬉
野
産
の
お
茶
を
見
本
に
送
っ
た
と
こ
｜
取
り
さ
れ
て
、
そ
の
日
の
仕
事
に
あ
ぶ
れ
る
と
い
う
の
で

ろ
、
安
政
六
年
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
オ
ー
ル
ト
か
ら
一
万
斤
一
あ
る
。

（
六
○
○
キ
ロ
）
の
大
量
注
文
が
あ
り
、
こ
れ
が
日
本
茶
一
明
治
新
政
府
に
と
っ
て
、
外
貨
稼
ぎ
の
二
本
柱
は
、
生

輸
出
第
一
号
と
い
う
。
ウ
イ
リ
ア
ム
・
オ
ー
ル
ト
は
土
佐
一
糸
と
お
茶
。
全
国
一
の
生
産
量
を
誇
る
静
岡
茶
は
、
清
水
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ヤ
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○
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シ
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し
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人
た
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コ
ー
ヒ
ー

メ
ー
カ
ー
で
沸
か
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お
茶
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、
た
っ
ぷ
り
の
ミ
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ル
ク
と
砂
糖
を
入
れ
て
楽
し
ん
で
い
た
の
で
す
」
と
明
快

に
記
し
て
い
る
。

「
日
本
茶
と
ア
メ
リ
カ
人
」
の
歴
史
を
証
言
し
た
こ
の
ロ

バ
ー
ト
・
ヘ
リ
ャ
氏
は
、
他
な
ら
ぬ
百
五
十
年
前
、
大
浦

慶
か
ら
日
本
茶
を
買
付
け
た
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
オ
ー
ル
ト
の

子
孫
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
ロ
バ
ー
ト
氏
の
高
祖
父
フ
レ

デ
リ
ッ
ク
・
ヘ
リ
ャ
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
オ
ー
ル
ト
の
事
業

を
引
き
継
ぎ
、
シ
カ
ゴ
に
本
社
を
置
く
「
ヘ
リ
ヤ
商
会
」

を
立
ち
上
げ
、
神
戸
と
横
浜
支
店
で
お
茶
の
買
付
け
と
再

製
管
理
を
行
っ
た
。
ヘ
リ
ヤ
商
会
は
ジ
ャ
ー
デ
ン
・
マ
ジ

ソ
ン
な
ど
と
共
に
最
も
古
い
外
国
茶
商
の
一
つ
で
あ
る
。

先
出
の
文
芸
春
秋
誌
に
ロ
バ
ー
ト
・
ヘ
リ
ヤ
氏
が
書
い

た
草
創
期
の
お
茶
の
再
製
方
法
を
紹
介
し
よ
う
。

お
茶
は
、
長
い
太
平
洋
の
航
海
に
備
え
、
保
存
を
よ

－２－

、
長
い
太
平
洋
の
航
海
に
備
え
、
保
存
を
よ

く
す
る
た
め
、
再
陪
煎
が
必
要
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
外
国
商
館
に
は
「
お
茶
場
」

と
呼
ば
れ
る
施
設
が
あ
り
ま
し
た
。

煉
瓦
造
り
の
火
鉢
に
熱
い
炭
火
を
起

こ
し
、
そ
の
上
に
鉄
鍋
を
お
い
て
、

「
荒
茶
」
を
四
十
～
六
十
五
分
培
煎
し

た
も
の
を
「
か
ま
ち
や
」
（
ｇ
邑
穿
＆
）

と
言
い
、
鉄
鍋
の
代
わ
り
に
篭
を
使
い
、

と
ろ
火
で
煎
り
な
が
ら
乾
燥
さ
せ
た

も
の
を
「
か
ご
ち
や
」
（
ｇ
の
冨
匡
胃
且
）

と
言
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
製
法
は
、
日
本
的
な
お
茶
の

製
法
で
は
な
く
、
輸
出
用
に
用
い
ら
れ

た
独
自
の
製
法
で
す
。
『

ア
メ
リ
カ
に
輸
入
さ
れ
た
お
茶
の
九

割
が
日
本
製
で
し
た
。

横
浜
神
風
模
の
こ
と

巴
川
の
河
口
港
だ
っ
た
清
水
港
が
、
小
型

な
が
ら
蒸
汽
船
の
発
着
で
き
る
波
止
場
を

つ
く
っ
た
の
は
明
治
十
二
年
。
完
成
式
に

は
米
国
前
大
統
領
グ
ラ
ン
ト
将
軍
が
来
臨

し
、
次
郎
長
は
漁
師
た
ち
を
集
め
て
投
網
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
接
待
し
た
。

静
岡
茶
を
横
浜
へ
運
ん
だ
蒸
汽
船
は
静
岡
丸
や
清
川
丸

だ
。
美
濃
輪
の
稲
荷
神
社
の
石
柵
に
は
、
「
静
岡
丸
社
中
」

の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

明
治
後
期
に
な
る
と
軽
便
鉄
道
が
開
通
し
た
が
、
そ
れ

ま
で
は
牛
の
背
中
や
馬
車
で
、
静
岡
茶
を
清
水
港
へ
運
ん

だ
ら
し
い
。
そ
の
頃
流
行
っ
た
「
茶
撰
り
唄
」
。

お
茶
の
出
ど
こ
は
安
西
茶
町

つ
け
て
回
す
は
宮
が
崎

宮
が
崎
か
ら
車
に
乗
せ
て

牛
に
引
か
れ
て
清
水
ま
で

清
水
港
か
ら
蒸
汽
に
積
ん
で

煙
た
て
た
て
横
浜
へ

次
郎
長
は
女
房
の
お
ち
よ
う
に
工
而
さ
せ
て
頻
繁
に
横

浜
へ
通
っ
た
。
横
浜
の
定
宿
神
風
楼
で
は
、
次
郎
長
が
着

く
と
、
お
か
み
が
「
ほ
ら
、
御
飯
の
好
き
な
駿
河
の
親
分

が
見
え
た
よ
」
と
言
っ
た
。
明
治
の
次
郎
長
は
、
富
士
開

墾
な
ど
お
茶
の
生
産
を
目
指
す
一
方
、
輸
出
の
た
め
に
、

静
岡
の
商
人
と
横
浜
の
商
人
を
結
び
つ
け
る
の
に
懸
命
に

な
っ
て
い
た
。
静
岡
丸
、
清
川
丸
、
三
保
丸
の
三
隻
を
保

有
す
る
資
本
金
八
万
五
千
円
の
海
運
会
社
「
静
隆
社
」
が

明
治
十
四
年
に
誕
生
す
る
。
筆
頭
株
主
は
横
浜
で
回
漕
業

駿
河
屋
を
営
む
松
下
く
ら
で
、
発
行
株
式
の
過
％
を
占
め

る
。
残
さ
れ
て
い
る
株
主
名
簿
に
山
本
長
五
郎
の
名
は
な

い
が
、
静
隆
社
の
誕
生
と
次
郎
長
の
横
浜
通
い
と
は
、
小

さ
く
な
い
因
果
関
係
が
あ
っ
た
と
編
集
子
は
推
量
す
る
。

明
治
の
次
郎
長
が
横
浜
に
残
し
た
足
跡
に
は
、
ま
だ
ま

だ
不
明
な
点
が
多
い
。

次
郎
長
が
定
宿
と
し
た
神
風
楼
は
岩
岨
棋
と
並
ぶ
開
化

期
の
大
旅
館
で
あ
る
。
三
代
目
お
ち
よ
う
の
回
想
談
（
「
侠



三
年
坂
の
庵
に
移
り
愚
庵
と
号
し
た
。
歌
人
と
し
て
も
名

が
高
ま
り
正
岡
子
規
・
高
浜
虚
子
も
庵
を
訪
れ
て
い
る
。

愚
庵
は
柿
が
好
物
で
、
庵
の
庭
の
柿
の
木
は
子
規
の
句

「
柿
熟
す
」
で
名
高
い
。
こ
の
柿
を
い
わ
き
市
の
柳
内
守

一
さ
ん
が
移
植
さ
れ
実
を
つ
け
た
。
こ
の
柿
の
種
子
か
ら

大
き
く
な
っ
た
柿
の
木
が
さ
ら
に
、
静
岡
市
日
本
平
の
里
、

駿
月
庵
に
移
植
さ
れ
、
正
岡
子
規
が
詠
ん
だ
句
、
「
御
仏
に

供
へ
あ
ま
り
の
柿
十
五
」
「
柿
熟
す
愚
庵
に
猿
も
弟
子
も
な

し
」
の
句
碑
が
建
て
ら
れ
た
。

愚
庵
の
説
明
も
終
り
、
バ
ス
は
昼
ご
ろ
嵐
山
に
到
着
。

竹
内
会
長
ら
と
合
流
し
、
昼
食
後
は
天
龍
寺
を
拝
観
、
さ

ら
に
徒
歩
で
愚
庵
の
墓
が
あ
る
鹿
王
院
に
向
か
っ
た
。

鹿
王
院
は
足
利
義
満
が
二
十
四
歳
の
と
き
寿
命
を
延
ば

す
こ
と
を
祈
っ
て
建
て
た
禅
寺
で
、
天
竜
寺
の
塔
頭
に
属

す
る
。
山
門
に
は
義
満
の
筆
「
覚
雄
山
」
の
肩
額
が
あ
る
。

山
門
を
一
歩
入
る
と
、
黄
色
や
赤
に
色
づ
い
た
紅
葉
に

出
迎
え
ら
れ
、
そ
の
美
し
さ
に
目
を
奪
わ
れ
る
。
静
か
な

参
道
の
石
畳
か
ら
庫
裡
に
入
り
、
ご
住
職
の
案
内
で
廊
下

を
経
て
墓
所
に
詣
で
る
。
五
輪
の
よ
う
な
石
碑
に
は
、
正

面
に
愚
庵
の
辞
世
の
歌
、

「
大
和
田
に
島
も
あ
ら
な
く
に
梶
緒
絶
え
漂
ふ
舟
の
行

者
だ
っ
た
。

清
水
港
の
開
港
は
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
、
日
本

郵
船
神
奈
川
丸
で
口
火
を
切
っ
て
か
ら
の
茶
輸
出
は
、
や

が
て
横
浜
港
を
超
え
、
清
水
港
は
日
本
一
の
茶
の
み
な
と

に
な
っ
た
。
次
郎
長
の
悲
願
が
実
っ
た
の
で
あ
る
。
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客
寡
婦
物
語
」
）
に
よ
れ
ば
「
神
風
楼
の
主
人
久
米
蔵
と

い
う
人
は
長
五
郎
と
兄
弟
の
よ
う
に
し
て
い
た
」
と
い
う
。

こ
の
山
口
久
米
蔵
は
箱
根
宮
の
下
の
富
士
屋
を
創
設
し
た

人
（
「
箱
根
富
士
屋
物
語
」
）
で
も
あ
り
、
次
郎
長
が
静
隆

社
と
お
茶
輸
出
に
懸
命
に
な
っ
て
い
た
頃
、
最
大
の
支
援

平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
六
・
七
日
次
郎
長
史
跡
ツ

ア
ー
に
参
加
し
た
。

紅
葉
の
美
し
い
京
都
嵐
山
は
、
ま
さ
に
最
高
の
時
期
。

鹿
王
院
に
眠
る
天
田
愚
庵
の
墓
に
詣
で
、
愚
庵
が
京
都
で

過
ご
し
た
東
山
三
年
坂
の
庵
跡
を
散
策
す
る
。
ま
た
東
海

道
と
中
山
道
の
分
岐
点
と
し
て
栄
え
た
草
津
宿
の
本
陣
も

訪
ね
る
ツ
ア
ー
で
あ
る
。
草
津
宿
は
、
次
郎
長
の
盟
友
見

受
山
鎌
太
郎
の
出
身
地
で
も
あ
る
。

こ
の
日
、
遠
く
福
島
県
い
わ
き
市
か
ら
愚
庵
会
の
野
木

安
会
長
、
東
京
在
住
の
野
木
棚
ご
兄
弟
の
ほ
か
、
清
水
郷

土
史
研
究
会
宿
場
部
会
の
八
名
も
特
別
参
加
。
総
勢
四
十

五
名
で
出
発
し
た
。

ま
ず
、
バ
ス
の
中
で
山
田
捷
司
副
会
長
か
ら
天
田
愚
庵

に
つ
い
て
お
話
を
聞
く
。

愚
庵
は
十
五
歳
の
と
き
戊
辰
の
役
で
、
父
母
妹
が
行
方

不
明
と
な
り
全
国
を
捜
し
歩
い
た
が
、
二
度
と
会
う
こ
と

は
な
か
っ
た
。
山
岡
鉄
舟
の
仲
介
で
清
水
次
郎
長
の
養
子

と
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
と
き
刊
行
し
た
「
東
海
遊

侠
伝
」
が
次
郎
長
伝
説
の
基
と
な
っ
て
い
る
。
後
、
明
治

二
十
年
三
十
四
歳
で
京
都
林
丘
寺
の
滴
水
和
尚
の
得
度
を

受
け
て
出
家
し
、
明
治
二
十
五
年
三
十
九
歳
の
と
き
東
山

平
成
二
十
年
秋
の
史
跡
探
訪
ツ
ァ
ー

晩
秋
の
京
都
と
愚
庵
の
眠
る
鹿
王
院

方
知
ら
ず
も
」
が
あ
り
、
横
に
両
親
・
妹
の
法
名
が
刻
ま

れ
て
い
る
。
愚
庵
は
遺
言
で
〃
墓
を
建
つ
こ
と
な
く
埋
葬

を
許
さ
ず
〃
と
覚
え
書
が
残
さ
れ
て
い
た
の
で
天
龍
寺
に

遺
骨
は
納
め
ら
れ
て
い
た
。
愚
庵
を
師
と
仰
ぐ
、
立
命
館

大
学
総
長
・
中
川
小
十
郎
ら
が
発
起
人
と
な
っ
て
昭
和
十

一
年
、
愚
庵
の
三
十
三
回
忌
に
鹿
王
院
に
塚
を
建
て
遺
骨

も
納
め
ら
れ
た
。
私
は
友
人
と
そ
っ
と
墓
碑
を
な
で
さ
せ

て
頂
き
、
深
く
合
掌
し
た
。

一
日
目
の
日
程
も
終
り
、
臨
済
宗
総
本
山
妙
心
寺
の
花

園
会
館
に
泊
る
。
翌
二
十
七
日
早
朝
、
妙
心
寺
法
堂
に
ご

案
内
し
て
頂
き
、
堂
内
の
天
井
絵
、
八
方
晩
み
の
龍
を
拝

－３－

レ
ポ
ー
タ
ー

天
野
香
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天
田
五
郎
が
父
母
妹
の
行
方
を
求
め
た
身
延
山
も
。

観
し
た
。
天
井
を
仰
ぎ
狩
野
探
幽
法
眼
守
信
の
描
い
た
龍

を
見
な
が
ら
堂
内
を
廻
る
。
最
後
は
、
さ
な
が
ら
龍
が
天

に
昇
る
よ
う
に
も
見
え
る
素
晴
し
い
天
井
画
で
あ
っ
た
。
》

す
が
す
が
し
い
気
持
ち
で
味
わ
う
朝
食
の
お
粥
の
お
い
し
－

い
こ
と
、
お
い
し
い
こ
と
。

花
園
会
館
を
八
時
半
出
発
、
き
ょ
う
は
清
水
寺
に
近
い
一

三
年
坂
の
愚
庵
の
庵
跡
に
行
く
。
現
在
は
清
水
焼
き
の
六
一

六
堂
の
店
に
な
っ
て
い
る
。
敷
地
内
に
庵
跡
の
説
明
板
が
一

あ
る
が
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
教
え
ら
れ
な
け
れ
ば
門
一

を
開
け
て
読
む
人
は
な
い
だ
ろ
う
。
店
主
は
私
た
ち
の
た
一

め
に
十
時
開
店
を
特
別
に
早
く
開
け
て
下
さ
っ
た
。
見
学
一

後
は
自
由
散
策
の
た
め
、
友
人
た
ち
と
清
水
寺
に
行
っ
た
。
一

京
都
は
何
度
来
て
も
一
番
観
光
客
の
多
い
の
は
清
水
寺
だ
一

と
思
う
。
有
名
な
舞
台
を
は

じ
め
、
境
内
は
勿
論
、
み
や

げ
物
屋
が
連
な
る
参
道
も
大

変
な
混
雑
で
あ
る
。
混
雑
を

縫
う
よ
う
に
舞
台
に
向
か
う
。

全
山
燃
え
る
よ
う
な
紅
葉
で

最
高
の
眺
め
で
あ
る
。

午
後
は
最
後
の
見
学
地
草

津
宿
。
江
戸
か
ら
数
え
て
五

十
二
番
目
の
宿
場
を
、
市
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

鍵議議

と
成
臨
丸
事
件
の
由
来
を
記
し
た
碑
文
は
、
小
笠
原
が
書

き
、
除
幕
式
に
は
当
時
小
学
三
年
生
の
中
川
さ
ん
が
母
親

と
一
緒
に
代
理
出
席
し
た
。
平
成
十
一
年
、
中
川
さ
ん
は

四
十
六
年
ぶ
り
に
清
水
を
訪
れ
、
碑
と
対
面
、
私
は
そ
の

時
以
来
、
九
年
ぶ
り
に
草
津
宿
で
お
目
に
か
か
り
、
本
当

に
懐
か
し
く
嬉
し
か
っ
た
。
そ
し
て
本
陣
を
一
緒
に
見

学
し
た
。

本
陣
は
さ
す
が
大
名
が
宿
泊
し
た
大
規
模
な
も
の
で
、

関
札
や
浅
野
内
匠
頭
、
吉
良
上
野
介
な
ど
宿
泊
者
の
名
を

連
ね
た
宿
割
帳
や
、
文
久
二
年
、
皇
女
和
宮
の
御
降
嫁
の

記
録
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
草
津
川
に
沿
っ
て
東

海
道
、
川
を
渡
る
と
中
山
道
、
川
の
畔
の
高
札
場
、
火
袋

付
き
の
常
夜
灯
な
ど
見
応
え
が
あ
る
。
中
川
さ
ん
と
は

こ
こ
で
別
れ
る
。

二
日
間
好
天
に
恵
ま
れ
、
す
ば
ら
し
い
紅
葉
狩
り
も
で

き
印
象
に
残
る
研
修
旅
行
で
あ
っ
た
。
皆
様
に
感
謝
し
、

い
わ
き
市
の
野
木
会
長
さ
ん
と
は
再
会
を
期
し
て
帰
路

に
つ
い
た
。

春
の
日
帰
り
ツ
ア
ー
は
四
月
二
十
七
日
に

◎
明
治
の
次
郎
長
が
精
魂
こ
め
た
富
士
裾
野
開
墾
の
跡
を
●
日
時
四
月
一
一
十
七
日
八
時
出
発

訪
ね
ま
す
。
さ
ら
に
標
高
千
メ
ー
ト
ル
の
神
道
天
照
教
③
参
加
費
五
○
○
○
円

本
部
の
境
内
に
残
る
次
郎
長
手
植
の
桜
が
見
頃
。
愚
庵
●
行
先
富
士
市
大
洲
次
郎
長
開
墾

神
道
天
照
教
本
部
、
身
延
山
、

④
三
月
の
あ
る
日
。
東
京
か
ら
中
山
道
生
さ
ん
が
来
訪
。

編
集
子
と
は
初
対
面
だ
が
、
中
山
さ
ん
の
祖
父
は
徳
川

幕
臣
で
明
治
初
年
静
岡
へ
移
住
。
小
学
校
の
教
師
や
校

長
を
歴
任
す
る
が
、
次
郎
長
や
子
分
た
ち
に
英
語
を
教

え
た
と
い
う
。
英
語
塾
の
貴
重
な
証
言
か
も
と
思
い
、

船
宿
末
贋
で
ゆ
っ
く
り
と
お
話
を
聞
く
。
嘉
永
四
年
生

れ
の
幕
臣
中
山
序
は
、
静
岡
市
寺
町
の
感
応
寺
に
眠
る
。

。
二
年
ほ
ど
お
休
み
し
て
い
た
船
宿
末
庚
で
の
「
次
郎
長

巷
談
」
が
復
活
し
ま
す
。
復
活
第
一
回
は
四
月
十
八
日

（
土
）
十
三
時
半
か
ら
。
申
込
は
三
五
二
’
七
三
三
一
へ
。

46年ぶりに祖父の書いた石碑と対面する中川和子さん

壮士墓前にて（平成11年11月16日朝日新聞より）

富
士
宮
万
野
が
原
な
ど

－４－

嘘
厘
巨
匠
一
遷

案
内
で
道
潅
蔵
、
問
屋
場
跡
が
並
ぶ
街
道
を
見
な
が
ら

「
草
津
宿
街
道
交
流
館
」
に
入
る
。
中
山
道
と
出
会
う
宿

場
と
し
て
の
文
化
交
流
や
、
宿
場
の
様
子
が
わ
か
り
易
く

展
示
さ
れ
て
い
る
。

国
指
定
の
草
津
本
陣
で
は
、
大
津
市
在
住
の
中
川
和
子

さ
ん
が
出
迎
え
て
下
さ
っ
た
。
中
川
さ
ん
は
幕
末
の
唐

津
藩
主
の
若
殿
様
、
小
笠
原
長
生
の
お
孫
さ
ん
で
あ
る
。

海
軍
中
将
小
笠
原
長
生
は
、
若
い
頃
次
郎
長
の
営
む
船
宿

末
贋
に
も
よ
く
訪
れ
、
次
郎
長
と
深
い
親
交
が
あ
っ
た
こ

と
で
知
ら
れ
る
。
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
次
郎
長
顕
彰

会
の
会
長
を
つ
と
め
た
。

昭
和
二
十
八
年
、
壮
士
墓
の
横
に
「
是
真
侠
魂
」
（
こ

れ
こ
そ
真
の
任
侠
魂
）
の
碑
が
建
て
ら
れ
た
が
、
次
郎
長


